
●
香
川
は
、
5
月
13
日
に
「
ナ
ー
ス
ウ
ェ

ー
ブ
」
に
取
り
組
み
、
16
人
が
参
加
。
ゆ

め
タ
ウ
ン
高
松
店
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
）
入
口
前
で
署
名
宣
伝
と
血
圧
測
定
、

健
康
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

●
東
京
は
、
5
月
9
日
に
「
看
護
の
日
集

会
」
を
行
い
、
1
5
2
人
が
参
加
。
「
署

名
の
力
で
実
現
し
よ
う
！
健
康
に
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
へ
」
を
テ
ー
マ
に
日
本
医

労
連
・
松
田
加
寿
美
中
執
か
ら
講
演
を
受

け
た
後
、
各
組
合
の

代
表
者
を
パ
ネ
リ
ス

ト
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
。
コ
ロ
ナ
禍

で
の
過
酷
な
実
態
が
次
々
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
は
、
中
野
駅
前
で
署
名
宣

伝
行
動
を
実
施
。
30
分
で
「
増
員
署
名
」

1
3
7
筆
、
「
介
護
署
名
」
40
筆
を
集
約

し
ま
し
た
。

●
山
口
は
、
5
月
12
日
に
「
ナ
ー
ス
ウ
ェ

ー
ブ
」
を
開
催
し
、
20
人
が
参
加
。
「
釧

路
赤
十
字
病
院
新
人
看
護
師
パ
ワ
ハ
ラ
自

死
事
件
」
の
ご
遺
族
に
お
話
し
を
伺
っ
た

後
、
「
め
ざ
す
べ
き
看
護
体
制
」
の
実
現

に
向
け
て
、
山
口
県
医
療
政
策
課
と
の
懇

談
と
記
者
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

●
和
歌
山
は
、
5
月
6
日
に
「
ス
リ
ー
ウ

ェ
ー
ブ
」
を
実
施
し
、
73
人
が
参
加
。
4

月
30
日
か
ら
和
歌
山
駅
前
の
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
を
使
っ
て
署
名
宣
伝
行
動
の
お

知
ら
せ
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
「
看

護
闘
争
・
介
護
闘
争
の
処
遇
改
善
の
歴
史

を
振
り
返
る
」
を
テ
ー
マ
に
岡
山
県
労
働

者
学
習
協
会
・
長
久
啓
太
事
務
局
長
か
ら

講
演
を
受
け
た
後
、
和
歌
山
駅
前
で
署
名

宣
伝
行
動
を
行
い
、
「
増
員
署
名
」
64
筆

を
集
約
し
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
「
看
護
の
日
・
看
護
週
間
行
動
」
と
「
介
護
を
良
く
す

る
ア
ク
シ
ョ
ン
月
間（
５
月
）」
で
は
、
全
国
各
地
で
様
々
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
報
告
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日本医労連は、看護の日・看護週間に合わせ、５月１１日に、全
大教・自治労連とともに「２０２２年看護職員の労働実態調査」結
果の記者発表を実施しました。報道機関１０社が取材に訪れ、新
聞やネットニュース等で看護現場の実態が報道されました。

本調査では、慢性的な人手不足と過酷な夜勤実態が改めて浮き彫
りになった。
1）一年前と比べた仕事量の変化では、「大幅に増えた」と「若干
増えた」の合計は65．0％で、2017年の医労連調査と比較すると、
7．1ポイント増加していた。

2）時間外労働では、日勤の半数近くが始業時間前30分以上の労働
をしている。終業時間後60分以上は4割を超えている。

3）休憩時間では、どの勤務帯も「きちんと取れている」は20％台で、
7割以上が法で定められた休憩時間の取得ができていない。

4）「職場にメンタル障害で休んでいたり、治療を受けている職員
がいますか」の問いに、40．6％が「いる」と回答。2017年の医労
連調査と比較すると、1．42倍増となっている。

5）7割が「健康不安」を訴えており、時間外労働が多いほど、休
憩時間が十分に取得できていないほど、その割合は高かった。

6）「休日でも回復せず、いつも疲れている」と「疲れが翌日に残
ることが多い」の合計でみると、8割が「慢性疲労」を抱えな
がら働いており、「日勤のみ」より「夜勤」のある勤務をして
いる人の方が10ポイントも高い結果であった。また、時間外労
働が多いほど、休憩時間が十分に取得できていないほど、高い
割合となっていた。

7）仕事での「強い不満、悩み、ストレス」の有無では、65．4％が
「ある」と回答。その要因は、「仕事の量」が5割と最も多く、
「仕事の質」が3割と続いた。

8）最近の自覚症状では、「全身がだるい」「腰痛」「目がつかれ
る」が5割前後、「頭痛」「いつも眠い」が4割強と続き、「ゆ
ううつな気分がする」「なんとなくイライラする」も3割を超
えていた。

9）十分な看護が「できている」と「大体できている」の合計は3
割程度にとどまっている。十分な看護ができない主な理由は、
「人員が少なく業務が過密」が85．3％と圧倒的に多かった。

10）仕事を辞めたいと「いつも思う」と「ときどき思う」の合計で
みると、8割が仕事を辞めたいと思っている。辞めたい主な理
由では、多い順に「人手不足で仕事がきつい」6割、「賃金が
安い」4割強、「思うように休暇が取れない」3割強で、「夜
勤がつらい」「思うような看護ができず仕事の達成感がない」
などと続いた。

11）妊娠時に受けた母性保護の支援措置では、「夜勤・当直免除」
は60．8％と、4割が夜勤免除されていない。妊娠時の状況では、
「順調」と回答したのは3割弱にとどまった。「切迫流（早）
産」が3割弱おり、実際に「流産」も1割の回答があった。マ
タニティハラスメントの具体的内容では、心無い言葉や態度に
深く傷ついている実態がいくつも記載されていた。 以 上

私
は
民
医
連
の

単
組
に
所
属
し
て

い
る
。4
月
下
旬
、

執
行
委
員
よ
り

「
職
場
で
メ
ー
デ

ー
の
参
加
を
呼
び

掛
け
た
い
の
で
説

明
文
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
依
頼

を
受
け
た
。
思
い
返
せ
ば
こ
こ
数

年
メ
ー
デ
ー
学
習
を
怠
っ
て
い

た
。
説
明
で
き
な
い
の
も
当
然
で

あ
り
、
謝
っ
て
書
い
た
▼
数
年
前

ま
で
5
月
1
日
は
休
診
と
し
、
午

前
は
労
使
共
闘
の
独
自
集
会
、
午

後
は
地
域
集
会
、
デ
モ
行
進
後
に

ビ
ー
ル
園
と
い
っ
た
終
日
行
動
だ

っ
た
。
4
月
に
入
る
と
職
場
は
プ

ラ
カ
ー
ド
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
て

白
熱
し
、
絵
の
得
意
な
仲
間
は
ス

タ
ー
だ
っ
た
▼
赤
字
を
理
由
に
5

月
1
日
を
診
療
日
と
す
る
申
し
入

れ
に
は
反
対
を
貫
い
た
が
、
診
療

日
の
確
保
と
い
う
院
内
世
論
に
押

し
切
ら
れ
独
自
集
会
は
姿
を
消
し

た
。
職
場
の
団
結
や
地
域
と
の
連

帯
が
弱
ま
る
と
の
危
惧
に
理
事
会

は
、
「
日
曜
祭
日
に
当
た
る
と
き

は
法
人
を
挙
げ
て
参
加
し
ま
す
」

と
回
答
し
た
が
、
数
は
半
減
し
た

▼
8
時
間
労
働
実
現
の
た
め
に
払

わ
れ
た
犠
牲
を
想
い
、
要
求
前
進

を
決
意
し
あ
う
こ
の
日
は
、
迎
え

る
準
備
そ
の
も
の
に
職
場
の
団
結

を
強
め
、
風
通
し
を
良
く
す
る
力

が
あ
る
の
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い

る
▼
冒
頭
の
職
場
説
明
文
に
は
、

無
産
者
医
療
運
動
を
根
源
と
す
る

民
医
連
は
、
労
働
者
自
身
が
創
り

出
し
た
医
療
機
関
で
あ
る
か
ら
こ

そ
メ
ー
デ
ー
に
参
加
す
る
必
要
が

あ
る
と
記
し
た
▼
全
医
労
の
先
輩

が
事
あ
る
ご
と
に
話
し
て
く
れ
る

「
民
医
労
と
俺
た
ち
は
血
を
分
け

た
兄
弟
」と
い
う
言
葉
も
併
せ
て
、

た
た
か
い
の
歴
史
は
繰
り
返
し
学

び
、
現
場
の
仲
間
に
注
ぎ
た
い
。
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2
0
2
3
年
原
水
爆
禁
止
国
民

平
和
大
行
進
は
、
全
国
11
幹
線
か

ら
被
爆
地
広
島
・
長
崎
を
め
ざ
し

ま
す
。
東
京
↓
広
島
コ
ー
ス
は
5

月
6
日
、
夢
の
島
の
第
五
福
竜
丸

展
示
館
前
で
出
発
集
会
を
行
い
、

夢
の
島
公
園
か
ら
出
発
し
ま
し

た
。
出
発
集
会
で
は
、
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
実
行
委
員
会
の
高
草

木
博
共
同
代
表
が
、
「
核
兵
器
禁

止
条
約
に
参
加
す
る
日
本
を
、
核

兵
器
の
な
い
世
界
を
い
ま
実
現
し

よ
う
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界

に
発
信
し
続
け
よ
う
」
と
あ
い
さ

つ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
4
年

ぶ
り
に
通
し
行
進
が
再
開
さ
れ
、

東
京
↓
広
島
コ
ー
ス
を
歩
く
村
上

厚
子
さ
ん
が
、
「
4
年
前
に
歩
く

は
ず
で
し
た
。
出
会
い
を
楽
し
み

に
歩
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

ピ
ー
ス
コ
ー
ル
で
10
キ
ロ
行
進

こ
の
行
進
に
日
本
医
労
連
か
ら

は
全
医
労
、
全
日
赤
、
全
労
災
、

全
厚
労
、
東
京
医
労
連
か
ら
子
ど

も
含
め
約
20
人
が
参
加
、
全
体
で

約
4
5
0
人
が
、
旗
竿
が
壊
れ
る

ほ
ど
の
強
風
の
な
か
1
日
目
の
ゴ

ー
ル
地
点
、
日
比
谷
公
園
ま
で
の

約
10
キ
ロ
を
歩
き
ま
し
た
。
行
進

で
は
、
「
ピ
ー
ス
コ
ー
ル
♪
ピ
ー

ス
コ
ー
ル
♪
核
兵
器
な
く
そ
う
」

「
平
和
を
守
ろ
う
、
い
の
ち
を
守

ろ
う
、
子
ど
も

を
守
ろ
う
、
大

人
が
守
ろ
う
」

「
守
る
と
い
う

な
ら
憲
法
守

れ
」
と
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
コ
ー

ル
し
な
が
ら
行

進
し
ま
し
た
。

沿
道
か
ら
は

「
が
ん
ば
れ
〜
」

の
声
援
や
、
拍

手
な
ど
あ
た
た

か
い
反
応
が
あ

り
ま
し
た
。

今
年
の
世
界
大
会
は
「
長
崎
」

今
年
の
「
原
水
爆
禁
止
2
0
2

3
年
世
界
大
会
」
は
8
月
7
日
〜

9
日
に
長
崎
市
民
会
館
で
行
わ
れ

ま
す
。
被
爆
者
の
苦
し
み
を
繰
り

返
さ
ず
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
な

世
界
に
向
け
て
、
声
を
上
げ
、
ア

ク
シ
ョ
ン
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

憲法施行から７６年を迎えた５月３日「憲法記念日」、全国各地で、
「憲法をまもりいかそう」の集会が行われました。東京・有明防災
公園には２万５０００人が集まり、平和への思いを共有しました。

集会開会にあたり、実行委員会の高田健さんが
「絶対に戦争も憲法改悪も許さないために、たた
かいぬく決意をかためあおう」と呼びかけました。
国会議員や著名人もかけつけ、次々にスピーチを
行いました。参加者らは「改憲・大軍拡ＮＯ」などの
プラカードを掲げ、平和への意思統一をしました。
集会終了後、日本医労連はフラッグで宣伝カーを
デコレーションし、加盟組織とともに「憲法改悪
絶対反対」「対話で平和を」のコールで晴れ渡る
青空の下、約２キロをパレードしました。
また、加盟組織も全国各地で開催された集会に
結集しました。群馬県憲法集会では、群馬県医労
連が集会会場で署名行動を行うなど、全国で多彩
な行動が取り組まれました。

あらたな戦前にさせない！あらたな戦前にさせない！

東京・夢の島➡
広島・長崎へ

東京・夢の島➡
広島・長崎へ

2023憲法大集会に2万5000人
守ろう平和といのちとくらし

１日目のゴール地点、日比谷公園での集合写真。
平和への思い広島・長崎に届け！！
１日目のゴール地点、日比谷公園での集合写真。
平和への思い広島・長崎に届け！！

写真：田中章史氏提供（東京憲法会議）写真：田中章史氏提供（東京憲法会議）

真夏日となったこの日、豊洲と台場の
２コースに分かれパレードしました

国民平和大行進国民平和大行進
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医労連の１０００ある単組・支部で運動に、組織
拡大に奮闘する「ふやす人」をご紹介します。
今回は、徳島県医労連の達田瑞穂さんです。 東京・田端にある透析クリニック「医療法人社団 Oasis

Medical 田端駅前クリニック」で労働組合「オアシスユニオ
ン」が結成されました。
2022年11月にクリニックに従事する職員から、「面談では『無
期雇用』と言われているのに労働条件通知書には『期間の定め
あり』とされている」「一時金が低い」「残業が30分を越えな
いと認められない」「患者が増えているのにスタッフの増員が
行われない」などの労働相談が東京医労連にありました。働き
やすい職場を目指し、労働組合を結成して交渉を行っていくこ
ととなり、5月11日の結成大会終了後に「医療法人社団 Oa
sis Medical」へ組合結成通知と要求書を提出してきました。5
月11日の結成大会には、全国の仲間のみなさんからも多くのメ
ッセージをいただき、ありがとうございました。

私
の
職
場
は
長
年
の
経
営
難
に

苦
し
ん
で
い
ま
す
。
労
組
は
職
員

教
育
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
根
本
的

な
経
営
改
善
は
で
き
な
い
と
追
求

し
て
き
ま
し
た
。労
組
提
案
で
は
、

総
務
部
が
片
手
間
で
行
っ
て
い
る

職
員
教
育
を
独
立
部
署
と
し
て
人

事
教
育
部
の
立
ち
上
げ
、
人
材
育

成
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
改
革
を
提
言

し
、
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

現
在
は
、
人
事
教
育
部
と
労
組

が
毎
月
定
期
懇
談
を
重
ね
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
年
度
途
中
採
用
者

の
新
人
教
育
を
採
用
時
直
ぐ
に
行

い
、
同
時
に
労
働
組
合
説
明
を
組

み
込
ん
で
い
ま
す
。

労
働
者
自
身
が
働
く
権
利
を
知

っ
て
理
解
す
る
こ
と
は
、
医
療
介

護
従
事
者
と
民
医
連
医
療
生
協
の

職
員
に
は
不
可
欠
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
採
用
時
に
基
礎
教
育
を
受

け
る
こ
と
で
、
既
卒
の
年
度
途
中

入
職
者
の
労
組
加
入
者
が
飛
躍
的

に
増
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
年

度
初
め
の
新
入
職
員
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
新
卒
入
職
者
の
加
入

率
も
大
幅
に
改
善
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
非

正
規
雇
用
の
職

員
教
育
の
改
善

を
提
案
中
で

す
。新

加
入
者
が

増
え
ま
し
た

が
、
マ
イ
ホ
ー

ム
購
入
、
物
価

上
昇
を
理
由
に

労
組
脱
退
者
が

増
え
て
し
ま

い
、
1
人
で
も

脱
退
者
が
あ
る

と
シ
ョ
ッ
ク
で

夜
も
眠
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
で
も
、

組
合
員
参
加
型

の
活
動
で
若
手
役
員
が
急
成
長

し
、
常
に
励
ま
し
て
く
れ
て
い
る

こ
と
が
と
て
も
心
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。

日本医労連は、次世代を担う経験3～5年程度の役員・書記
を対象に2018年から「次世代育成セミナー」に取り組んできま
した。この間コロナ禍で開催を見合わせておりましたが、今年
度は、「次世代育成セミナー2023」として開催いたします。
〈日程〉2023年7月6日（木）13：30～7日（金）12：00

※オンライン併用ではありません
〈会場〉ウインクあいち12階 JR名古屋駅 徒歩5分

愛知県名古屋市中村区名駅4丁目4-38
〈対象〉原則、各加盟組織（全国組合本部・県医労連）の次世

代を担う経験3～5年程度の役員・書記
〈内容〉
全体講義 弁護士を講師にお招きして、労働契約・就業規則
・労働協約とはなど、働くものが最低しっておくべきことに
ついて学びます
選択講義 「労働相談のツボ」「労働組合の日常活動と組合
民主主義のツボ」「人を惹きつける労働組合運動にするため
のツボ」から選択していただき、事例等を通して学びます
〈申し込み締め切り〉 6月19日（月）
※詳細については、後日発出する発文書でお知らせします。

後
遺
障
害
の
給
付
手
厚
い

医
労
連
共
済
の
魅
力
の

ひ
と
つ
に
入
院
給
付
・
休

業
給
付
が
あ
り
、
医
労
連

共
済
加
入
者
の
多
く
が
セ

ッ
ト
7
型
＋
医
療
16
口
で

加
入
し
て
、
入
院
1
万
円

・
休
業
5
千
円
の
保
障
を

準
備
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
病
気
・
ケ
ガ
の
保
障
は

入
院
給
付
・
休
業
給
付
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医

労
連
共
済
は
後
遺
障
害
の

保
障
が
魅
力
で
す
。

他
に
は
な
い
大
き
な
保
障

Ｃ
Ｍ
で
み
る
○
○
共
済

や
民
間
保
険
で
も
後
遺
障

害
の
保
障
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
多
く
が
「
病
気
・

ケ
ガ
の
場
合
は
高
度
障
害

に
限
る
」
「
不
慮
ま
た
は

交
通
事
故
に
限
る
」
と
な

っ
て
お
り
、
給
付
の
機
会

が
大
き
く
絞
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
医
労
連
共
済

は
労
働
基
準
施
行
細
則
別

表
2
の
1
級
〜
14
級
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
他
で

は
対
象
と
な
ら
な
い
「
透

析
開
始
」
「
子
宮
全
摘
」

「
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
植
込

み
」
「
胆
嚢
摘
出
」
な
ど

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

生
命
保
障
が
給
付
の
基
準

後
遺
障
害
は
死
亡
保
障

の
額
を
最
高
保
障
額
と
し

て
等
級
で
給
付
額
が
決
ま

り
ま
す
。
同
じ
等
級
で
も

加
入
型
式
で
給
付
額
は
変

わ
り
ま
す
。
加
入
の
際
の

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

河
野
デ
ジ
タ
ル
大
臣
が
、

昨
年
10
月
の
記
者
会
見
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健

康
保
険
証
の
一
体
化
を
す
す

め
る
た
め
に
「
2
0
2
4
年

度
秋
に
現
在
の
健
康
保
険
証

の
廃
止
を
目
指
す
」
と
表
明

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

誰
も
が
使
う
健
康
保
険
証
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
一

本
化
す
る
こ
と
で
、
法
律
上

は
「
任
意
」
と
さ
れ
て
い
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取

得
を
事
実
上
強
制
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

政
府
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用
に
つ

い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
用
い
た
本
人
確
認
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
医
療
機
関

や
薬
局
に
お
い
て
、
特
定
健

診
等
の
情
報
や
薬
剤
情
報
を

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

よ
り
良
い
医
療
を
受
け
ら
れ

る
環
境
に
な
る
と
し
て
い
ま

す
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
し

ょ
う
か
。

個
人
の
生
涯
に
わ
た
る
連

続
的
な
病
歴
な
ど
の
医
療
情

報
が
、
全
国
の
医
療
機
関
で

利
用
可
能
に
な
れ
ば
、
医
療

を
提
供
す
る
側
か
ら
見
れ

ば
、有
用
に
も
思
え
ま
す
が
、

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
必
ず

し
も
有
用
で
は
な
い
側
面
が

あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

保
険
証
利
用
は
、
医
療
に
お

い
て
、
患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
が
な
い
状
態
に
つ
な
が
り

ま
す
。
個
人
の
病
歴
は
知
ら

れ
た
く
な
い
側
面
が
あ
り
、

重
要
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
一

つ
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
医

療
機
関
に
は
厳
重
な
守
秘
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

倫
理
的
に
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

の
誓
い
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言

や
法
律
的
に
は
刑
法
1
3
4

条
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
に
お
い
て
も
、

患
者
さ
ん
は
必
要
と
思
わ
れ

る
病
歴
、
症
状
を
取
捨
選
択

し
て
話
を
さ
れ
ま
す
。
自
己

情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
あ
る
医
師

に
話
し
た
と
し
て
も
、
ほ
か

の
医
師
や
、
ほ
か
の
医
療
機

関
に
は
知
ら
れ
た
く
な
い
、

と
い
う
こ
と
も
よ
く
あ
る
こ

と
で
す
。

医
師
が
カ
ル
テ
に
病
歴
、

症
状
を
記
載
し
、
こ
れ
が
共

有
化
さ
れ
る
と
、
す
べ
て
の

医
療
機
関
に
す
べ
て
の
情
報

が
明
ら
か
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
ま
さ
に
自
己
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
権
の
侵
害
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
自
己
情
報
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
は
（
情
報

自
己
決
定
権
）
は
、
世
界
的

に
も
基
本
的
人
権
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
医
療
機
関
以
外
で

も
自
己
情
報
が
利
用
さ
れ
る

と
し
た
ら
と
て
も
不
安
に
な

り
ま
す
。
政
府
は
、
全
国
医

療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
各
医
療

機
関
の
電
子
カ
ル
テ
の
内
容

を
自
動
的
に
収
集
す
る
構
想

で
す
。
患
者
さ
ん
の
重
大
な

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
が
3
年
以
上
続

く
な
か
、
現
場
で
は
必
死
に

医
療
や
介
護
を
守
り
な
が

ら
、感
染
症
と
向
き
合
っ
て
、

奮
闘
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
政
府
に
よ
る
、
医
療
・

介
護
へ
の
十
分
な
補
償
も
補

填
も
な
い
た
め
、
そ
の
し
わ

寄
せ
は
労
働
者
へ
の
賃
金
や

労
働
条
件
の
切
り
下
げ
の
形

で
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
多

く
の
退
職
者
も
相
次
い
で
出

て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
疲
弊
し
て
い
る

医
療
現
場
に
、
こ
れ
か
ら
、

現
在
の
保
険
証
と
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
ち
た
く

な
い
人
が
申
請
し
て
発
行
さ

れ
る
と
し
て
い
る
資
格
確
認

書
、
そ
れ
に
マ
イ
ナ
保
険
証

を
扱
わ
せ
よ
う
と
す
る
わ
け

で
、
現
場
は
、
煩
雑
な
手
間

と
負
担
が
重
く
の
し
か
か
り

ま
す
。
そ
の
上
、
シ
ス
テ
ム

の
障
害
や
カ
ー
ド
の
紛
失
な

ど
に
も
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
す
。

現
在
の
保
険
証
で
問
題
が

起
き
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
資
格
確
認
書
な
ど

は
、
全
く
の
税
金
の
無
駄
遣

い
と
い
え
ま
す
。
医
療
や
介

護
の
労
働
者
の
処
遇
改
善
を

ま
ず
は
図
る
べ
き
で
す
。
国

民
皆
保
険
制
度
の
大
前
提
と

し
て
、
保
険
者
が
健
康
保
険

証
を
全
て
の
国
民
に
発
行
・

交
付
す
べ
き
で
あ
り
、
保
険

証
の
廃
止
に
反
対
す
る
運
動

を
さ
ら
に
強
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

鎌
倉
幸
孝

オアシスユニオン

次世代育成セミナー2023
開催のお知らせ

次世代育成セミナー2023
開催のお知らせ

東京医労連

保険証廃止を許さない大きなたたかいを

結
成
大
会
の
様
子
＝
5
月
11
日

後遺障害も大きな魅力

医労連の「仲間ふやし」を広げよう医労連の「仲間ふやし」を広げよう

徳
島
健
康
生
協
職
員
労
働
組
合
・
達
田
瑞
穂
執

行
委
員
長
（
前
列
右
か
ら
2
番
目
）
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